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2. 既知から未知への形成的過程、つまり、 IL1 iを明確にする。
3. 言語習得の成果を実証する。









































































































ある。 33四角形は、はじめ、 Sweet(1908) に見られ、その後、 Lado-







[-high, + low]の3段階を設け、前後関係では、[+ back, -central]、
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図0-3. 英語の母音システム。発音記号
で示した英語の母音
図0-3に含めなかった音素は、 /JI, オイ／、 /I8r, イ7/、/e8r,
工 7/、/jU8r, 1ウ了／の 4種である。その理由は、例えば、 toyの2重
母音はdeei de, sou thなどの 2重母音に較べて、ほかの母音音素との関係
（つまり、 deei de-dee is ion, sou th-southernのように母音短縮化現象が




toy[tJI, トオイ］、 boy, oi 1, soi 1, oyster 
ear [ I 8r], near. fear. deer, peer, beer 
air[e8r, エア], pair, dear, fair, chair 








































一方母音のあとの 1とrは、 milk[mllk, メウク ].film [film, フェ
ウム],car[ka:r, カー7],park [pa:rk, パー7ク］のように表記したい。そ
-8-
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音素対立の一つ、 thの発音と zとの音素の対立（日本語では、 thとsの
音とは音素対立がないため、日本語母語話者にとっては異音関係である）
は、次のような工夫によって近似カナ表記で表すことができる。




それに対し、 zink, zebra, zoomは、それぞれ、 /z/のもつ強い粗擦性に
注目し、太字を用いて、 「ズィンク」、 「ズィーアラ」、 「ズウーム」の
ように表記し、両者を区別することができる。
一方、日本語では、継続性／非継続性([+ cont J / [ -cont])の区別






























































































A underlying representations 
hypothesized by child 
I 
I ----------(A→ B)Learned rules 
↓ 
B phonetic representations 
perceived by child 
I 
I ----------(B→ C) Invented rules 
↓ 












































はり音素の習得であろうと仮定する。例えば、アルファベットの P, B, 
V, T, D, C, G, Zはいずれも Eを共通項に持ち、語頭音でそれぞ
れ対立しているという概念が最初の到達段階である。また、語頭だけで















































































音素的 (phonemic)意識をもつ段階である。第 3段階は異音音素的 (al
lopho-phonemic) 、第 4段階は音声的、分布的 (phonetic& distribu-










1. 2. 3 記述の枠組みー音素と示差的特徴
中間言語という立場で議論をすすめる場合、音素という言語記述の単
位はなくてはならない。つまり、音素は音声の時間的配列における最小




束」 (a set of concurrent distinctive features) とする。




/k/ ／氾／ /t/ 
[ + cons] [ + voe] [+ cons] 
[-cont] [-high] [-cont] 
[ -cor] [ + 1 ow] [ + cor] 
[-ant] [ -back] [ + ant] 






1. 3 第 1段階：日本語の音素と英語の音素
日本語の音素体系と英語の音声体系とはかなりの隔たりがある。まず
母音では英語の 14種の母音が日本語の 5種の短母音とそれぞれの長母



























































bees/beads, sees/seeds, cars/cards 
歯間音 (interdental)の/8/、/6/は、それぞれ /s/、/z/
と同じように受け取られてしまう。また、ともすれば、 [d]を加えて、
(d) they, i (d) sのように発音する傾向もある。

































































取り上げる（島岡 (1991:12:141)から掲げる Ll) [一部変更］）。
カナ表記 元の英語
1. タクシー taxi 
2. トレイン train 






4. ボックス box バ（一）ックス
5. ビデオ video ヴィディオり
6. スケートボード skateboard スケイ（卜）ボーアト｀・
7. ファッション fashion フェアシュン
8. ネオン neon ネィーアソ
9. ハイスクール high school ハーイスクーり
10. ガールフレンド girlfriend グー1ウフりエント．
11. ライセンス license ンライサ‘ノス
12. バースディ birthday プー1スディ
13. ドリンク drink ヂュインり
14. ポリス police I¥゜ リー ス
15. ホッケー hockey ハーケィ
16. オレゴン Oregon アーりラがン
1 7.サドル saddle セアドゥ
18. パートナー partner パートナ
19. アウトドア outdoor アウトドー了
2 0.サイドウオーク sidewalk サイドウオーク
以上のうち、いくつか特徴を取り上げてみよう。 2のtrーと 13のdrー はい
わゆる子音連結 (consonantcluster) である 。途中に母音が介入するこ
とを避けるために、それぞれ、 「チュ」、 「ヂュ」を用いると英語に近
















の 1は「ンラ」で示し、 16のOregonのー reは「ーウラー」で示しているが、日
本語母語話者にとって不得手と言われる 1/rの区別は、近似カナ表記
を用いることで、ある程度可能であることを示した。






l. 4. 3 近似カナ表記、ンステムとそのまとめ
英語にはGimson(1980), Wells (1990) らによると、母音 20種、子
音 24種の分節音素があり、かぶせ音素 (suprasegmentalphoneme) に







を示し、 「りル」は/r/を示す）で、 farとfir, starとstirの区別は「
アー」と「エ,...,_,7」で行い、それぞれ、 「7アー7」/ 「7エ～了」、 「スタ












Eng 1 i sh, orange, pageはそれぞれ「イングリッシュ、オーりリンヂュ、
ペイヂュ」のように示すと発音しやすい。
(5) tr-, drー の子音連結のカナ表記ではtryが「トライ」、 driveが「ド
ライプ」のようになり、介入母音 (epentheticvowel)が加わる。母音
を介入しないようにするには、チュ、ヂュを用いて、 「チュアイ」 「ヂ



































1. [ho「kka7 i doo] 
2. Hok'kaido[hoU'kald oU] 
3. 「ホりカイドり］
1. [sa「ppo o] 
2. Sap'poro[s8 -pJ:r oU] 
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3. 「サッポーロり」
3. 本州 1. [ho'l n y,u u] 
2.'Honshu l tho (:) n f u ! ] 
3. 「ハーンシュー」
4. 東京 1. [to「okjoo] 
2. Tヽokyo[ I toU k oU] 
‘ 3. 「卜りキオり」
5. 横浜 1. [ j o rko ha rn a] 
2. Yoko'ham叫joUk8 lbo:m 8] 
3. 「ヨりカハー マ」
6. 名古屋 1. [n印goj a]
2. Na'goya[n~ ・gJI a] 
3. 「ナゴーイ7」
7. 京都 1. [kjo7o to] 
2 . Ky "o to [ k i ¥ o U v t o U]
3. 「キオウロり」
8. 大阪 L [o「osa ka] 
2. 0ヽsaka[oU ¥so: k 8] 
3. 「オりサーカ」
9. 神戸 1. [ko7o be] 
2.'Kobe[tkoUb el] 
3. [コりベイ］
10. 広島 1. [~i 「Co 9i ma] 
2., Hiro'shirna[1 hir oU l Ji:rn 8] 
3. 「ヒーロウシーマ」
11. 四国 1. [戸「ko7k ] 
2. ヽShikoku[lJi~k oU ku:] 
3. 「シー］クウー」
注： [Ii 1 kouk u:]もありうるが、 LPD(1990)では上例のみで
ある。
12. 九州 1. [kj叩lU.9'IU ltL ] 
2. Kyヽushu[ki¥u:J u:] 
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3. 「キウーシュー］
13. 沖縄 1. [o「kina wa) 
2. Oki'nawa[,oUk e ¥naU 8] 
3. 「オりキナーワ」
1. 4. 4. 2商標
商標 (trademark) については地名と同じように日本の商標が英語で
はどのように発音されるのかを検討しよう。








2 . To/'o t a (t:)I Jo U t a]
3. 「トイオりラ」
1. [ni「ssaり］
2.'Nissan[! nls a:n] 
3. 「ネィッサーン」
1. [hoti da] 
2.、Honda[l hCI(りnd8] 
3. 「ベ一）ンダ」
1. [ka「wasa ki] 




2. Hi'tachi[hl'tO!tJ i] 
3. 「tターチ」
1. [se1ni:] 
2. ¥Sony(t soUn i] 
3. 「ソりネイ」
1. [ri「i<o:J
2.、Rikoh[Iri :k oU] 
3. 「りリー コり」
1. [1tU1dzi ka] 
2. Fヽujika[l fu:d3 Ik e] 
3. 「フー ヂカ」
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g. 富士通 1. [かふ叫叫
2. Fuヽjitsu[fu: ld~lts u:] 
3. 「フりヂィッり一」
1. 4. 4. 3 その他の日本語発音と英語発音
kimono (「着物」）など英語に入った日本語は英語の音声特徴を帯び、
次に例証するような発音になる。









2. Ki'mono[kI lmoUn oU] 
3. 「キモりノり」
1. [da吐jo:]









2. ka"rate[k8¥ro:t i] 
3. 「力りラー テイ」
1. [ka rn d7ti] 
2.'kanj i [fka:nd3 i] 
3. 「カンヂ」
1. [gふ sja] 
2. gヽeisha[!geIJ 8] 
3. 「ゲイシャ」
1. [ha「rakiri] 












2. ternヽpura[tem1pUr 8] 
3. 「テムプーウラ」
1. 4. 4. 4 データに基づく推論













浅羽 アサバ 8 sG:b 8 
井上 イノウエ 1in o'u.: el 
宇野 ウノ I u: n oU 
江原 エバラ e1 bo:r 8 



















なる。ただし、この 2つの規則は離接的な (disjunctive) なものとする。
R 1 V→ [ 1stress] / X [ _______ ] C V (C) V # 


































注： LPD (1990)では、このほかにも、 「名古屋」をna-、goy-a



















































































者は[- 継続性］の DFを用いていると思う。筆者の発音では、 「逗
子」、 「人体」、 「人口知能」なども、 [dz-]を用いる。一方、語中では、
「伊豆」、 「静岡」 「火の用心」などに含まれる「ジ」は［＋ 継続性］
のDFを持っている。このような音声現象はちょうどガ行音に似ている。







齢層に偏り、全国的には [kagi]の方が多い（小松(1981,p. 137) C 
ザ行音の語頭子音で特に「ジ」の場合
/dz/→ [z]/V ____ V 
このような音素対立と異音実現の関係は外国語学習にも役に立つ。 Chi-
















則は英語を話すときも適用され、 zoo, zoology, the, they, thenなどの
語頭音にも [d]が介入し、 [dz]になる傾向がある。
1. 5. 3 「ズ」と「ヅ」の区別について
もともと「ツ」が濁ったら「ヅ」、 「ス」が濁ったら「ズ」となって



























































ている。小松 (1981)は、元禄 8年 (1695)の『仮名文字使雖涼鼓集』
に言及し、 「しじみ」、 「ちぢみ」、 「すずみ」、 「つづみ」の 4つの
仮名の表記は、音声上、 「完全に区別を失っていたこと、そして、少な
くとも一部の知識層では、それらの書き分けが依然として要求されてい






















距離 0 : タチッテト ダヂヅデド d z -









＋ 3・1 チ ツ ヂ ッ． 
（非継続性） ゜
＋ 3・2 テ 卜 プ一ぐ ド
゜
＋ 3・3 夕 ダ
距離 1 ＋ 3・1 シ ス ン‘／‘ ズ
（継続性） 1 ＋ 3・2 セ ソ ゼ ゾ








juice ジュース→ ［ヂュー ス. d3u!s] 
deuce ジュース→ ［（米音）デりース. du! s I 
（英音）ヂュース， dju!s]
Zeus ゼウス→ ［（米音）ズりー ス， zu:s 1
（英音）ズ1ース， zju!s]
Japan ジャパン→ ［ヂュ・ペア'J, d3a'p氾n]
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page ページ→ ［ペー イヂュ， peld3]






































































3. /el/ 「エー イ」
4. /e/ 「エ」
















6. /c1:/ 「アー 」
7. /Cl/ BE:[J] 「ア」 BE:「オ」





















を中間言語で第 1の狙いとしており、体系的枠組みに 「穴」 （ 
gap)を作らないこととしたため、 9の母音とセットにし、 el/
eとoU/,'¥のように対照させることとした（参照：太田朗(1949))。































































/g/ → [1J] / V ____ V 
4. /p/ 「プ、 7゜」






11. /g/ 「グ、 クナ」



































"[h] acts like a consonant, but from an articulatory 
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point of view, it is simply the voiceless counterpart of 
the following vowel. It does not have a specific place 
of articulation, and its manner of articulation is the 
same as that of vowel, only the state of glottis is dif-
















































































































































+ A B 
- C D - C D 
しかし、自然言語では、定義上、[-back]と[+central]、[+high]と
[ + 1 ow]のDFを共有することはできないので、これを除外する必要があ
る。まとめると次のようになる。
A [+ back, -central] 
*B [-back. + central] 
C [+ back, -central] 
D [-back, -central] 
* A [ +hi gh, + 1 ow] 
B [-high, + low] 
C [+ high, -low] 















[ -back] [ -back] [ + back] 
[-cent] [-cent] [-cent] 
[+ high] 
[ -1 ow] 
(-high] 
[ -1 ow] 
[ -high] 












[-back] [-back] [+ back] 
[ -cent] [+ cent] [-cent] 
[+ high] 
[ -1 ow] イ(-) ウ(-)
[-high] 
[ -1 ow] エ(-) オ(-)
[-high] 
















[-back] [+ back] [+ back] 
[-cent] [ + cent] [-cent] 
[+ high] イー ウー
[ -low] イ ウ
[-high] エイ 工～了 オり
[ -1 ow] 工 了 ア
[-high] 


































[-back] [ + back] [ + back] 
[-cent] [+ cent] [-cent] 
[+ high] i : U! 
[ -1 ow] I u 
[-high] el 8:r oU 
[ -1 ow] e 8 I¥ 
[-high] J (:) 





(1) bus, cut, sonなどの母音は奥母音でなく、中寄り低音であるので、
奥母音として取り扱うのは問題である。




















中 e ,-¥ 
低氾 a 


























































1./i:/ 2./e:/ 3書/£:/4. /a:/ 























"The front of the tongue is raised towards the hard palate 
to a position a little lower than that required for Cardinal 



























図2-6. Kenyon-Knott (1951) 










ll'.= I !ighcr 
L'.=Lowcr 
アメリカの音声学研究で、 1980年代に強い影響を及ぼしたのはLade-























ヽ I U 
¥ ¥ 
¥ I 、 I o 
¥ I 
-------~---------+------
C ¥ I 0 
¥ ;i ¥ 
＼： 
it 
ヽc 、 l ;:) ----―, _ --_ T ____ _ ヽヽ A I 
＼ I 
＼ . I 
ヽヽ i 。




























9. わたりの音も記載している (pence[pens], sense[sen s])。







-Smithは図2-1のように、 Sweet(1908) と同じような 3X 3のボックス
のそれぞれにi. e, 氾， a, J, o, u, 1¥, iの9種の音を基本音として入


















3. [ : Jの印を長さだけでなく音質も示すものと理解すると、 ［：］が
ないものは舌の位置が内側に、また低い位置になる。














ろう。 1. [+ tense]と[-tense]との区別を練習
eat-it, deed-did, heat-hit, seat-sit 
late-let, gate-get, saint-sent, bait-bet 
poo 1-pu 11, L uke-1 ook, f oo 1-f u 11 
2 . [ +low]のDFをもつ母音で、[+back]と[-back]との区別を練習
cat-cut, rat-rot, hat-hot 
3 . [ +low]と[-low]の区別





2. 6. 2 D Fの活用
図2-.1-2--4に関し、母音のDFの種類は次の項目から成り立ってい
ることが明かである。
(1)位置に関するもの： [high], [low], [back] ([central]) 
(2) 円唇に関するもの： [round] 
Halle-Clements (1983) は[1abial]を用いているが、ここでは
日本語と英語との対比が主なので、 [round]を用いることにする c






記述する。これらのうち 2重母音には、上昇 2重母音 (risingdiph-
thong) として、 /el, oU, al. :)J/の 5種類、中向き 2重母音 (cen-























/eI/ : /氾/ grave gravity 
/oU/ : /o/ tone tonic 
/aI/ : /I/ divine divinity 
/ aU/ : /,,,/ south southern 
/i:/ :/e/ extreme extremity 









[-back] [-back] [+ back] 






[ + 1 ow] al au 






[-back] [ + back] [+ back] 
[-cent] [ + cent] [-cent] 
[+ high] 









一方、中向き 2重母音 (centringdiphthong) はイギリス音声学では
3種類あるが、これをカタカナで示すと図2-11のようになる。
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[-back] [+ back] [+back]¥ 
[-cent] [+ cent] [-cent] 
[+ high] 
[ -1 ow] イ了 ウ了
[-high] 
[ -1 ow] エア
[-high] 
[ + 1 ow]
図2-11. 近似カナ表記で表示した中向き 2重母音






[ -back] [ + back] [ + back] 1 I
[-cent] [ + cent] [-cent] 
[+ high] 
[ -1 ow] I 8 U8 
[-high] 
[ -1 ow] e 8 
[-high] 





















































1 . 唇 2 . 舌先 3 . その他
m n り
p t tf k 
b d d3 g 
図2-13. 閉鎖音の子音音素
1 . 唇 2 . 舌先 3. その他
f s I 
V z 3 
(h) 
図2-14. 摩擦音の子音音素
1 辰. = 2 . 舌先 3 . その他
1 r 





音の無声化音で非音節音が hになるという立場を取る。また、 (w) は
wと較べて、第 2義的な発音位置という意味である 5)。音声的には、 W
の円唇を第一義的と解釈する。











母音 / i :/ / u :/ 






/n, t, d, s, z/、舌先と歯間で出す/8、6/、上の歯と下唇で






















1 辰．ロ. /m ; p, b / 
2 . 舌先： / n ; t , d ; t J, d 3/ 
3. その他： /k' g/ 
2 . 摩擦音（声道を狭め、摩擦を生じさせる）
1 . 唇： /f, v/ 
2 . 舌先： / 8, o ; s, z ; J, 3/ 
その他、 /h/は摩擦音域からはずす。
3 . 接近音（摩擦を生じない程度に接近させる）
1 . 唇： /w/ 
2 . 舌先： /I, r / 





/z/→ [ d ぅっ］／＃＿— V 例：逗子








発音では、 /o/の前では、 [ h Jになり、 /i/の前では、口蓋摩擦
音になり、 /u/の前では、両唇摩擦音になり、 /a/の前では、例え





/h/→ [ h] / __ /o/ 
→ [c] / / i 
ン―-
→ ［を J/ __ /u/ 






せたこと、 /j/を/ i: / と隣接させたこと、そして、 /h/を母音
の無声化音として取り上げたからである。次項ではこれまでの伝統的な
分類はどのようであったかを取り上げてみたい。
2. 8. 2. 1これまでの子音分類
2. 8. 2. 1. 1 Jones, Gimsonほか
伝統的なイギリス音声学の子音の分類は次の基準によって分類されて
いる。
1. 調音位置 (placeof articulation) 
2. 調音法 (mannerof articulation) 
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? ? ? ? ?
















2. 8. 2. 1. 2 Ladefoged 
Ladefoged (1982) は音響音声学の立場を考慮しながら、新しい分類法
を提供した。まず， /m.n. り／と/p. b ; t. d ; k. g/ との間には関連
性が深いので、前者を鼻腔閉鎖音 (nasal stop) 、後者を口腔閉鎖音
(oral stop) としてまとめ、 / h/はその後続母音の無声化したもの
(voiceless counterpart of its following vowel) として表から除外




に含まれるのは/1.r. w, jh//であり、 /h/を除いては広く言語学界
の認めることになった。Ladefoged(1982) の子音表は次の通りである。
denli・ 
la.bl.al alveo比 palat叫 vcl旺
+n叫 m .n り
..,.sibilant 
-n叫 pb td ks stop 




•••一・9一.. - "■ -鴫-_, .嶋.. ・--・-- fricative 
f.v 1 b 
―sibilant 




+anterior I -anterior 


















(2-2) '-p r e s -ent 対 pre一ヽ se n t 
以上は強対弱の 2項対立であったが、 3項対立を知っておく必要があ
る。それは次のような 3音節語である。
(2-3) (a) "-tel-e-1phone 















(2-4) (a) You are new here. ('¥i) 
(b) You are new here? (__j') 
(c) You are new here. (--'l') so I・11 show you around. 
(d) I didn't go because of the rain. (v) 
(e) You are (へ） John, aren・t you? 
また、同一の文で音調によって意味が異なることを、 Hallidayの方式
で例示すると次のようになる。
(2-5) (a)T 1ヽ IIYoucoulddoll (ふつうの場合）
(b) T 2ノ¥IYou could do I (疑問の場合）
(c) T 3 _,.,j You could do I(できると思うが大した問題で
iまfよしヽ。 "I think he could do, but it's of no irn-
portance. 
(d) T 4 VII You could do I(しかし、やらないでしょう。
"But he won・t. It won't help you." 
(e) T 5 0t IYou could do 1(だからできないと考えてはい
けない。 Sodon't you imagine he couldn't.) 
以上の他にも、音調の種類があるが、第 1段階としてはまずこの 5項
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異音 (allophone) は、一般に、 1言語内で、ある音素が特定の音声環
境の影響で、様々な形に実現されて音形をさす。音声環境をIA/ ____ _ 
/Blとすると、その環境内の音素 Xは定式で表すと次のようになる。
(3.1)/ x/→ [ x 1 ,._, n] //A/ _____ / B / 
この定式の意味は、音素/x/が具体的な音形として現われるとき、





(3.2)(a) /t/→ [ tり /#___ v 
(b) [『]//s/ ___ V 
(c) [↓ ] /V ___ V 
(d) [ t0] /X ___ # 
(e) [ c ] /X ___ r V 
(f) [ t N] / X ___ / n/ 
(g) [?] /X ___ [-continuant] 
以上のうち， (a)は気音 (aspiration)の異音で次のような例がある。
t~ake, t店nnis, cont"ain 
(b)は無気音 (unaspirated) の異音で次のような例がある。
sfore, sfay, stone 
(c)は弾音 (flap)の異音で次のような例がある。



























u m n 
u p t [ c ] k 





















(3.3) /g/→ ［り]/V ____ V 
この例には、 「小学校」、 「音楽」などがある。しかし、 Mccawley











(3. 5)/tja, tju, tjo/→ [tJa] [tfu] [tfo] 








(3. 6) / h [f]/→ /f/:/h/ 
/ b [v]/→ /v/:/b/ 
/ s [0]/→ /8/ : / s / 
/ z [6]/→ /o/ : /z/ 

























注：太田 (1956) は日英語音声体系の比較で「音素的」、 「異






(3. 8) (a) / s [J] 11 / before /i :/ or / I/ 
(b) / z [ ct 3] /before /i :/ or /I/ 




い。すなわち、日本語母語者は、 Sam/sham, sign/ shineなどの区別は
できるが、次の区別は不得手である。




日本語 音声環境 部分異音 例
<sh> /i :, I/の前 [s] [J] sheet-seat 
she-sea 
<z> / i :, ］／の前 [d3] [z] gyp-zip 
<d. j> /u:, U/の前 [d] [j] deuce-juice 
< t > / i !, I/の前 [t] [ t J] teak-cheek 
tease-cheese 
<y> / i :, I/の前 [jl] [I] year-ear 
[ji ][i:] yeast-east 






































日本語ではヤ行音はya, yu, yo以外はVだけなので、 yi, yeは発音が






























































チ ティ cheese --tease 
ヂ ナ—: イ G --D 
ツ トゥ twin, two, twinkle 





































C C C V 




注： t 1ーは不可能な結び付きである。 Thesky is clear today. 
















V→ [8] / L口；［三］
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/8/の発生や脱落は一般に機能語 (functionwords) に多い。機能語
































Here's a camera. ([z]) 「ヒア 州 ケアムりラ」
It・s a new one. ([ s]) 「イッツア ヌー りワン」
Is it made in Japan? ([Iz]) 「イズイ（卜） メイ デイン
ヂュ。ペア］」
Yes, it is. ([Iz]) 「イイエス、イリーズ」
2)haveの弱形・強形
I've never seen him. ([v]) 「アイりネヴァスイーツネイム」
You haven't? ([h氾v]) 「1 ヘアヴント」
But I often have. ([h氾v]) 「バライオーフン ヘアが」
Do you have to see him? ([h氾f]) 「ダ l ヘアがタ スイー イム」
3)節の前でおこる isの強形
The fact is that he failed the test. ([lz]) 「州フェアクト
イズセ｀・アッ リフェイウ（ド） 附テースト」
cf. The fact's true. ([s]) 「州フェアクッ チュウー」
4) itの前で起こる isの強形
What time is it? ([Iz]) 「ホワッタイ ミズィ（卜）」
cf. What's the time? ([s]) 「ボワッツ州タイム」
5)willの弱形・強形
He'11 come soon. ([l]) 「ヒりカムスウーy」
He will, I'm sure, come soon. ([wll]) 
「ヒウィウ、アイムシュ1、カムスウー'J」
6)canの弱形・強形
No one can do it. ([k8n]) 「ノりりワソ加 ドウーイッ（卜）」
I can. ([k氾n]) 「アイ ケアン」
7)toの弱形・強形
Come with me, if you want to. ([tu:]) 「カムりイズ ミー 、
イ7l りワ 'J トウー 」



























分節階層： Take it. Can I? 
1 I 11 111 l 
CV 階層： eve vc 翌¥j¥"f I 
音節階層： sヽ s S'S 
-95-





1) -V V - : my'a pp 1 e, 1 h i g h'up the "end, 
May Iヽ, theyヽare, sヽayit 
2) -C ln V-: 1 turn'-on, 1 turn fヽf, ,given uヽp,
3) -C 1 V-: ヽkeepit,'break it, , right'-on 
4) -C 2 V- : "-laugh at, "love it,'teach us 
5) -C 3 Vー：ヽa11'i m.、tell'er, there'is, thereヽare
6) -C Cー：加teI taking,'stop, 1stop'pushing, big gヽate





ものがある。例えば、鼻音＋半母音は、 Cln + C 3と分類されるが、 Can
you, Do weなどは、同化現象を起こさないで鼻音が後続母音に連続する。
4. 5 音の弱化と脱落




ious)、または [u](situation, usual) にもなる。
弱母音に[I]や [U]が使われないかと言えばそうではなく、 LPD(1990) 
は、もし、 [a]が使われなければ、[I]になり、 [8]が使わなければ[U]に
なるとしている。その例は次の通りである。
[I] i(ntend), (rabb)i(t) 
[ U J(s ti m) u (1 us) . (ed) u (cat e) 
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4. 5. 2 音の弱化と脱落
機能語では弱形になるとその母音が弱化するだけでなく、脱落するこ
とがある。しかし、脱落する場合でもその音節核母音の持っていた音節









a of (fの脱落）， are, ・er (hの脱落）， or
am ・em (t hの脱落）
an and (ctの脱落）
are or, our, a, of. her 
as ・as (hの脱落）
ct'you Jew 




her a, are, or, of 
I・11 a is1 e, is 1 e 
o・er or, oar, ore 
of a, have, are 
or・er, a, of 
the there, their 
their the, there 









体系的には、人称代名詞のhis, him. herのhの脱落、 be, have, doな






a friend of mine→ a frenna mine (7 7エソナマイ'/)







(a) / t /の脱落： fac(t)s (フェク（ツ）ス），
ches(t)s (チェス（ツ）ス）
(b) /d/の脱落： an(d) (アン（卜．．））
(c) /8/の脱落： fif(th)s (7イフ（ス）ス），
six(th)s (スイック（ス）ス）
(d)音節の脱落： Feb(rua)ry (フェプ（ウ 7)りリ），
lib(ra)ry (ライ 7•' (エ）りリ）
これらの脱落の理由は、 (a)では/s/に隣接する/t/は脱落しやすい
(first, next question, next season)、 (b)では、機能語は一般に弱
く発音するので、子音連結の最後の音は脱落しやすい (secondのdはand
-98-


































複することがある。一例として、 Iam going to see him. を取り上げて
みよう。最終的には、 I'mgonna see'i m. のようになるが、途中どのよ
うな変化が起きたのであろうか。順を追って規則適応という形で記述し
てみよう。
(1)脱落現象： going のー ingが一in・ になる。
(2)同化現象：一in' がtoの出だしの/ t/に影響を与え、 /n/に同化さ
れてしまう。
(3)弱化・脱落現象： am, to, himはそれぞれ弱化されて次のようになる。
am→ m 
to→ ta[ta]→ na[na] 
him→ ・i m 
(4)短縮化現象： goin' の2重母音[JI]が短縮化し次のようになる。
goin'[gJI]→ [gJn] 












verative language)、予測的言語 (anticipatorylanguage) と名付け
た。その部分を引用すると次のようになる。
"In general, English may be said to ba an anticipatory lan-
guage--that is, one in which the articulations of the sounds 
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yet to come are anticipated to some extent. Some other lan-
guages, such as French or Italian, are perseverative in that 
the articulation of one sound tends to persevere, or contin-










/B/→ [B'] //A/ __ _
この現蒙は進行同化 (progressiveassimilation) と言われている。
(3)音素Aと音素 Bとが相互に影響し合って、第 3の 音素 Cに属す
る音形になることがある。これを定式で示すことがむずかしいが、敢え
て示すと次のようになる。
/A/→ [ C]← /B/ 
この現象は相互同化 (reciprocalassimilation) と言われている。
(4) また、共起するDF相互の影響を規則化するには、 X, yのほかに
zを設けなければならない。つまり、次のように修正するほうが望まし
し＼
A→ B / X t---] Y 
z 
これらの具体例を実際の発話から取り上げてみよう。
4. 6. 3 逆行同化： /A/→ [ A'] / ___ / B / 
1. /n/→ [n] / ___ /8, o/ 
tenth「テンス」， anthem「エア］・サム」， Chrysanthmum 
n 
「クイセアりスマム」、 inthat「イ 'Jネアッ （卜）」，





が、 DFの[+nasal]から見ると、 thー が鼻音性を帯びてい
るので進行同化である。ここでは一応伝統的に逆行同化
の中に加えた。




3. /n/→ [!)] / ___ / g/ 
Go an'get it. 「ゴウ了ンゲーリッ」




5. /d/→ [d] / ___ /8, 6/ 
1 
said the man「セッドザメア'J」, Did they? 「ディゼ
ィ」n'-'n'-'














/A/→以 place]/ ___ [メplace]
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notebook「ノウ (7).・ブッ （ク）」， good0 pen「グッ（へ゜ ）ペ'j」, good'' 
girl「グッ（ド）ゲ～アウ」， good゜man「グッ (I.)メアン」などはこの一般化







/k/→ [~] / ---[一 back]
V 
→ [ k] / ___ [ + back] 
＋ 
4. 6. 4 進行同化
進行同化 (/B/→ [ B'] //A/ ___)で典型的な現象は、複









) Z 1 l /s, z/ 
→ [lz] / ____ (1) 
¥ Z 2) /(t)J. (d)召／
/p, t, k/ 
→ [s] / 
/f, 8/ 
→ [z] / elsewhere 
））???（（
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t D 1→ [Id] / /t, d/ ____ _ (4) 
→ [ t]/ rp,k/ J- (5) 
/f, s, J. tJ/ 
→ [d] / elsewhere (6) 
それぞれの具体例は次の通りである。
(1) buses, buzzes, oranges, kisses, touches 
(2) stops, eats, cooks, roofs, cloths 
(3) goes, ends, maids, plays 
(4) waited, visited, ended 
(5) cooked. laughed, wished, passed, touched 













/t,d,s,z/+ /j/→ [ t J. d 3, I. 3] 
具体例は次の通りである。

















Don・t you know'im? 
Won・t you have some? 
Didn't you 1 ike it? 
l want you to help me. 
I'11 let you go. 
Did you watch the pro-
gram? 
Could you call me again? 
Should your friend come, 
Would you open the win-
dow? 
Let me lend you the book 
I miss you very much. 
これらの相互同化を表す定式はどうすればよいだろうか。
一線上で表そうとすると次のようになる。
/A/→ [ C]← /B/ 
これを階層的に記述するともっと分かりやすい。
正書法： I miss you. 
音声表記： [ a I 'm I s j u J 


























4. 6. 6. 1無声化1)
一般に無声音が後続するとその前の有声音は無声化する。 ofcourse 
のofの[-v Jはcourseの[k-]の影響で無声化する。
/vi→ [f]/ _____ /k/ 
これを広範囲に適用できる規則とするには、次のようにする。
[+ voice]→ [-voice]/ ____ [-voice] 





















するのは/u:, U, oU, o: (英音）， J:, J (英音）／であり、子音では、
/tJ, d3, I. 3. r, w/である。特に/w/の円唇にさらに円唇母音がつく
とむずかしいので、 woman, wood, wolfなどの語を練習するのがよいだろ
う。また、円唇音を発音する場合はすでに前より円唇の構えをしておく
ことも自然に英語を話すためには必要である。 Japanの語頭音は円唇であ
るが、発話前に円唇運動を始めているとよいし、また、 twine, twinkle 
などの発音も同様に、 W の前の tの発音時に円唇をしているとよい。
4. 6. 6. 4長音化
他の条件が同じであれば、切れ目の前、及び有声音の前の母音は、無
声音の前の母音より長くなる。定式で示すと次のようになる。
j # 1 
V→ [ +long]/ ____ [ + voiced] J 









seed [ s i : : ct]




1. /p, t, tS, k/→ [p凡 t凡 tJ凡い］／＃――---V 
2. /p, t. tJ, k/→ [ p)I t i , t I . . k i ] / # / s / -----V 
3. /p, t, tf. k/→ [ p., , t O , t J , k "] /_____ C or # 
これらは閉鎖音として同じような音声変化をすることが明かであるの
で、一つの規則にまとめることもできる。
このうち、 3.は随意規則 (optional rule)で、適用するかしないかは、
その場の状況、発話速度、強詞度などによる。
閉鎖音が破裂に至るまでには、接触 (contact) 、(2) 保持 (hold) 、
開放 (release) の3段階となる。このうち、第 2段階で次の音に移れば
未開放破裂になる。実際には、後続音に閉鎖音が来ると、未開放破裂に
なることが多い。その例には次のようなのがある。
madness, kindness; thicken, bacもn; organ, wagもn
なお、母音が脱落するとその前の破裂音が未開放破裂になることがある。
Z w i cky( 1 9 7 2 , p 2 8 7 ) は、i n t est゜江al 、L a f'和 i s t , mono t如Y, bo t如lYを
例にあげている。これらを近似カナ表記で表すときは、 （ ）に未解放
破裂子音を入れて表す。












/p/+/m/ top倫OSt I top0 mode 
/p/ + /n/ happren, op"en 
/b/+/n/ ribbvon, cab~in 


















I'm glad to meet you. 
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を言うのに、













「前弱、後強」のときは生じない。一方、 2語にわたるときは、 itis' 
right out, shut upなどでは弾音化が生じる。











弾音化した場合、例えば、 writerとrider, bitterとbidder. metalと
rn eda lなどの区別がどうなるかであるが、言語学者間で、意見が異なる。
まったく同じように発音するという人も、母音の長短で区別するという
人もいる [R.P. Stockwel 1談］ （この場合は長音化規則を弾音化規則の
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前に適用しなければ説明ができない） 。








































例： a) ● • • ● • • ● • 
/Jack is as /busy as/usual. 
「ヂェアック イズ 了ズ ピズイ 了ズ 1ウージュアウ」
b)● . . . . ••
I x I'm as /busy as/usua 1. 




例：し Janeis ¥ here.JI 
IIJane has been I託re.I 












例： This isn't for sale.、
This isn't for sale? Y 




























例： Learn it by heart. 






bl釦kb6ard (黒い板） b 1~c kbさard(黒板）
sleeping b;fby sl(eping c沿
（眠っている赤ちゃん） （寝台車）
硲mand6ctor (女医） woman d合ctor(婦人科医）
Str-5 強勢連続の規則
A B Cと強勢が連続すると、強勢の段階はAが2番目、 Bが3番目、 Cが1番
目になる。 231 









例： Where're you from? (文末のfromは強形）
I・m from London. (文中のfromは弱形）
Str-8母音脱落と成節子音に関する規則
[m, n, 1J, I. r]の前のあいまい母音は脱落することが多い。例えば、
someはsmになることが多い。脱落する母音はあいまい母音であり、その
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後の子音は [m, n, n, 1. r]である。
例： ribbon, certain, wagon, classical, hospital, brother 















map, hat, catなどの母音は日本語では、 「メアップ」 「ヘアット」
「ケアット」などのように、近似カナ表記では、 「エア」で表すことがで
きる。















winter「りウィンナ」, gonna (< goin' to) 「ゴー ナ」
Con-2 母音間の tに関する規則
米音では、母音に挟まれた tは日本語の「ラ行音」のようになる。


















なときは、 thが音質上弱く、 Sが音質上強いことに注目し、 thank/sank
の区別はカナ表記で tアンク／ス Iァンクのように近似音で表す。
例： thick (スイック）一sick(スイック）
7)音節 (syllable, Syl) に関する規則
Syl-1 子音連結tr-,drー に関する規則
tr-. drー はそれぞれ「チュ」、 「ヂュ」で表すと英語音に近くなる。











Syl-4 子音連結の l, r無声化の規則
p, t, kの後に l, rがあるとそれは無声化する。




例： Take it. → Ta-k (e) i -t. (テイ・ケッ）
8) 同化 (assimilation, Ass)関する規則
Ass-1 気音に関する規則
単語の出だしの [p,t, k]は強く息がでる([+h])。
例： p(h)en「7゜へy」, t(h)en「トエ 'J」， c(h)ake「クエイり」
Ass-2 相互同化に関する規則
歯茎で出す[t,d,s,z]のあとに口蓋で出す[j]がくると、その中間の歯







無声子音の[p,t, k, f, s]のあとの子音はその影響を受けて無声化する。










例： of course, a cup of tea, a matter of fact 
b)歯間音の前の歯茎音は歯間音化される。
例： an them, chrysanthmum, wea 1th 
in that, on that, and then, at that 
c)また唇歯音の前の唇音は唇歯音化される。
例： infant, comfort, in fact 
d)歯茎鼻音は後続子音が、 /k/,/g/であると、軟口蓋音に なる。






例： certain, Britain, garden, sudden 
9)脱落する音 (drop, Drp)に関する規則
Drp-1 人称代名詞の hの脱落に関する規則
弱く発音するhis, him, herのhはふつう脱落する。また、 heのhは文
中では脱落することが多い。
例： in his hand、inher handは、それぞれ、 in・ishand、in・er
handのようになる。
Drp-2 i ngに関する規則
ingは in'に縮まる。 goingtoはgoin'toとなり、 goin'noになり、
さらに弱まってgonnaのようになる。
1 0)発音器官 (articulator, Art) に関するもの
Art-1 唇に関する規則
唇を丸める音は、英語では、母音の 5種 (u:, U, oU, J(:), JI)、子
音の 6種 (w, tJ, d3, I. 3. r) ある。
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Art-2 舌先に関する規則




many, any, tennisは「メニ」 「エニ」 「テニス」よりはむしろ、 「メ
ネィ」、 「エネィ」、 「テネィス」のほうが英語に近い。









例： be, me, we, apostrophe, catastrophe: veto, video, radio, 
potatoなど。












-i ty: sincerity, curiosity 
-tion, -sion: relaxation, invasion 
-logy, -logist: biology, zoologist 
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-ious, -eous: mysterious, instantaneous 
-ial: immemorial, bicentennial 
-ian: vegetarian, phonetician 
-ual: usual, in tel lecutal, individual 
-tial, -cial: confidential, circumstancial 
-ics: mathematics, economics 
-scent,-scence: acquiescent(-ce),convalescent(-ce) 
-tis: bronchitis, appenticitis 
(b) 接尾辞の 2つ前にアクセントがあるもの
-ize: dramatize, televize, cinematize 
（例外： Americanize, systematize) 
-ate: estimate, educate, approximate 
(innate, translateなど 2音節語はateのほうにアクセン
トがあるのが普通）
-ite: dynamite, parasite, satelite 
(c)接尾辞自体にアクセントがあるもの
-ee: exam i nee, interviewee emp 1 oyee 
-ade: barricade,. crusade 
-aire: millionaire, doctrinaire 
-eer: fronteer, engineer, mountaineer 
-ese: Japanese, Chinese, motherese 
-esque: picturesque, arabesque, romanesque 
-ette: cassette, cigarette, 
-ier: chandelier, brigadier 
-eur: entrepreneur, chauffeur, connoisseur 
-eque: technique, unique 
-ever: however, whoever 
-mania: kleptomania 

























<b> comb, doubt (ただし、 indubitableには bが復活する。）
bomb (ただし、 bombasticでは bが復活する。）
<c> indict[Indait]. victuals[vrt)lz] 
<d> handkerchief. handsome, Wednesday 
<e>語末の<e〉はSpl-2
<g> diaphragm, campaign, paradigm 
<h> honest, honor, rhythm, oh 
<k> know, knot, knee 
<l> palm, Lincoln, colonel, calf, almond, Holmes 
<n〉 autumn, hymn (t. こtごし、 hymnal)
<p> psychology, Ptolemy, pneumonia 
<s> island, aisle, demesne 
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<t> castle, Christmas, chestnut 



























例： also, almost, always, talk, tall 
Spl-12 aにrがつくときの規則
a+rの発音は[o:r]になる。
例： car, hard, park 
Spl-13 e, i, u, oにrがつく規則
e, i, U, 0にrがつくと、その発音は [8:r]になる。









第 5章 3 3四角形モデルの実証と効果









I 1 i ke it. の文が[al laiku Itto]のようになる。
対処：近似カナ表記で、［アイラーイケッ］のように表示し、母語の音
体系からの独立を考えた。同様に、 Takeit easy. が、 [telkuItta 





































反応 1: 特にtry.driveなどの tr -, d rーに「チュ」 「ヂュ」を用
い、それぞれ、 「チュアイ」、 「ジュアイ」のように示したように、介入
母音がなくなり、円唇が伴って、母語話者の発音と区別がつかないよう
な発音ができるようになった。生徒はこれまでTrickor treat. を 「ト




反応 2 : 英語発音が困難とされてきたが、この方式のカナ表記で障害
が取り除かれたようだ。文字革命とでも言えるのでは。特に tr yを
「チュアイ」としたのは卓見である。
反応 3 : 「近似カナ表記」にしたがって発音してみると、不思議なほ
どネイティブに近い発音ができることに驚く。
反応4 : A ET (英語指導助手）にこれまで行っていた発音と「近似
カナ方式」による発音の両方を聞いてもらったところ、ネイティブも驚
くような違いがでた。

















































Trick or treat 
精密表記： [lcrikむ cヽr・!?t]
近似カナ表記：「チュイッ・カ チュイート」










(3) カナの種類はきわめて限られており、／氾， a, J, ,'¥, 8, 祝








a は母音の弱化 (vowelreduction) 
p は気音化 (apiration)





















































(b) dark 1 
milk, else 
(c) /th/ vs./s/ 
led--red 
loot--route 
He is sinking.--He is thinking. 
(d) /b/ vs. /v/ 
















(a) Good morning. 
(b) Good afternoon. 
(c) Good evening. 







(e) one another 








(a) We.lcome to Japan 
(b) Jack and Betty 
(c) Take i t ea sy. 
(d) Hello. 
(e) How do you do? 
(f) Ladies and gentlemen 
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(b) dark l 
milk[メウク], else[エウス］
(c) /th/ vs./s/ 
He is sinking. [スインキン］］
He is thinking. [スインキンが］
(d) /b/ vs. /v/ 





(b) G [ヂー ］―-Z[ズィー］





(d) Good night. [グ・ナーイト］
(e) one another[ウ了ンナソナー 州］
ヽ
(f) whei:i I was young[ホウェン・ナイリズ・ヤンゲ］
J 
5. 6. 4課題4.リズムと音調
(a) Welcome to Japan[ウェウクム タ fュ・ペアン］
[ ___ .、]
(b) Jack and~et~y[ ヂェアックンベーリ］
[ __• ヽ~]
(c) Take it easy. [テーイケッリーズイ］[_.、<IJ 
(d) Hello. [ハロウ、 ・＼］
(e) How do you do?[ハウ ダ 1 ドか一］
［＿＿＿．．＼］ 
(f) Ladies and gentlemen 
［ンレイディ・ス｀ ・ツ・ヂ1エントり・メン］
[ ---- . . "¥ .] 
-133-
5. 6. 5課題5. 子音連結


















課題 1(a)/1/vs. /r/ 
1 i gh t [ンライト］―-right[りライト］のようにカナ表記を加えて発音させる
と実に見事に 1/rを区別して発音できるようになった。




(c) /th/ vs./s/ 
thは依然強く発音する1項向があり、その癖をとるのにはもう少しの練
習が要る。
(d) /b/ vs. /v/ 
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boat[ポウト]/ vote[ヴォウト］、 TB[ティビー]/TV 
［ティヴィー］の区別はむずかしく Vがどうしても閉鎖音のようになりや
すい。















(e) one another[ウアンナンナー 州］、
ノヽ



















































pre- post- gains 
(a) 1/r 1. /1-r/ 0-0 1-1 ＋ 
2. /1-r/ 0-1 1-1 ＋ 
3. /1-r/ 0-1 0-2 ＋ 
4. /1-r/ 0-0 1-1 ＋ 




(c) s/th 1. /s-8/ 0-1 0-1 ＋ 
(d) b/v 1. /b-v / 1-0 1-0 ＋ 
2. /b-v/ 1-0 1-1 ＋ 
課題 2異音識別
(a) sh/s 1. / f-s/ 0-0 1-1 ＋ 
(b)G/Z 1. /d3-z/ 0-z 1-1 ＋ 
(c) j/d/zl. /d3-d-z/ 0-0-0 1-1-1 ＋ 
課題 3音声変化と音のつながり
(a)-d m-1. -C C-
゜
2 ＋ 
(b)-d a-2. -C V-
゜
1 ＋ 




(d) -d n-4. -C C- 1 1 
(e)-n a-5. -C V- 0 2 
(f) -n I -6. -C V- 0 . 2 ++ 
課題 4 リズムと音調（強調文字は音調核のある音節）
(a) w w w S O 2 ++ 
(b) S w S w O 2 
(c) S w S w O 2 
(d)w S . 0 2 
(e)S w w S 1 0 















































音のつながりに関しては、頻度が多いのは、 an(d) I, when I. when 





















































を示す。便宜上、 52名クラスを (A) とし、 25名クラスを (B) とする。

















































































































































































5. 7. 3. 7. 2 1 i gh t 1とdarkIについて





5. 7. 3. 7. 3 /r/と／氾／について
こんどこの方法で/r/や／氾／を教えてみようと思う (A-3-1)
5. 7. 3. 7. 4 Gとzについて
この授業で得したことはGとzの違いが分かり、 7年間ずっと考えて
いた疑問に終止符が打てた (A-3-5)











































































































































第 1課で Eを学習したのであるから、 /I/と対比させるのが自然な学


















用いて練習する： A, K I, gate, page, cow. (2重母音のうち、 boy
の/JI/は頻度も低くその上他の母音・ 2重母音との関連性が薄いので、
特に取り上げない）。また単語のレベルをできるだけ早く卒業して文





























犯 ア a 
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する。 dark1 (暗い l)を中心に練習する。 GAでは母音の前でも
dark 1を用いることが多い。
第 17課、第 18課
2 3. 長音の「アー」は英語では 2通り以上の音に分かれるが、どのよう
に工夫すればよいか。
まず、 starとそれに近いstoreを区別し、その後で、 stir, store, 
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starの3項対立が聞き取り、また区別して発音できるようにする。












1 ong, 1 ongerなどと、 sing, singerなどとでは、 [cig]を用いるのか、
それとも[IJ]を用いるのかはっきりしない。はっきりさせるためには







節の差に注目させ、 「イア」 ：「イイ 7」のように示す。
womanは現代日本語にない特徴である。ワ行音は「ワ」しか円唇母音












子 dz k 
音
I 







































N涵 Y6rk→ N6w Y3rk City 
泊an~se → J~pan芯e t6a 
扇pan~se → J{pa藷sest《dent





1. ([i:], 気音，歯茎音，有声／無声） E; PI B, TI D 
2. (継続性／非継続性，口蓋化／非口蓋化） GI Z; she IC 
3. (子音で終る音節，単数／複数） peace / peas, seat / seats 
4. (はり母音／ゆるみ母音，未解放破裂） sheep/ ship 
5. (前母音3項対立，鼻音） knit / net / Nat, mitt / knit 
6. (2重母音性） I say ,. ; K, gate, page, H, I, cow 
7. (鼻音対立） MI N, My name's ,. . 
8. (鼻音 3項対立） dim / ding, ton I tongue 
9. (2重母音／長母音） saw I sow, bought I boat 
10. (円唇母音，末尾子音） suit / soot, moon, zoo, book, cook 
11. (「ア」の 2項対立） cat I cot, map / mop, hat I hot 
12. (「ア」の 3項対立） cat / cut / cot, dock / duck 
13. (唇歯音） hat If at, fan / van 
14. (母音の長短，継続性／非継続性） safe / save, vase / base 
15. (流音における側音／非側音） lake / rake, lice / rice 
16. (末尾における側音／非側音） bell I bear, tell/ tear (v.) 
17. (円唇／非円唇） star / store, far / four 
18. (母音 3項対立） star I store I stir, far / four I fur 
19. (強摩擦音／弱摩擦音） zen / then, sink / think 
20. (末尾摩擦音の対立） size / scythe, pass / path 
21. (軟口蓋鼻音／破裂音） tug / tongue, log / long 
22. (口蓋音，円唇音） ear / year, woods, woman 
23. (末尾継続音対立） beas / beads, sees / seeds 
24. (子音連結） play I pray, bloom I broom 












There are 1four seasons in a 2yearー，8spring,,.summer, ,.fal and'winter. 
Each'season has three months; March,・April and May are spring months. 
In spring 5plants and 5trees wake up from a long winter's sleep. In 
6April the 7cherry-trees are in 8full 9bloom. 10Parks are filled . with 
people enjoying the warmth of the season. 
In 9June the rainy season begins. The sky is overcast and we 11have 
very few 7sunny days for 12nearly a whole month. 
Then 13summer 13comes with 1'hot days and occasional showers. Boys 
and 15girls go 16swimming or mountain-climbing. The lakes near Mt. 
Fuji 17attract many campers. 18There 1咄 eyenjoy the cool air and the 
beat1ty around t~em. 
In September typhoons hit, 19causing damage to buildings and crops. 
Yet, 20fali is one of the~est seasons of the year—with its clear blue sky 
and fine cool days. The trees in the 21w~Qds are colorful.indeed. Here 
and there 22over the mountain 22slopes 23reddish 24maple以leavesare seen 
even in the 25distance. 
In December, the last 26month of the year, it gradually gets colder. But 
winter Hholidays are welco_me. 27Hou,sewives s丘rtt? prepare for New 
Year's Day .. In the New Ye~r Season families go to shrine;, visit their 
relatives and excha~·ge greetings・with 28one another. 
Winter seems 29long, but when winter comes, can spring be far 30be ,,.hind? 
以上の発音上の問題点を整理すると次のようになる．
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1 /f/ in (four〉
2 /jt-/ in (year〉
3 ,'in (spring ... winter〉
4 /si:/ in (season〉
5 CC- in (plants~nd trees〉
6 /et/ in (April) 
7''in (cherryぷ es,sunny 
品ys〉
8 /u/ in (full) 
9 /u/ !n <bloom, June〉
10 /a:r/ in (parka〉







16 /wl/ in (swimming〉
17 /記/ in (attract〉




22 /o・u/ in (over, slope〉
23 /r / in (reddish〉
24 /1/ in (maple, leaves〉
25 /1/ in (distance) 
26 /8/ in (month) 
27 /-CC/in (housewives) 
28 /-n/ in (one another〉
29 /1)/ in (long〉
30 上昇関 in(behind? 〉
測定・評価
(8) /U / .............................. 1 2 3 4 5 
(9) /u:/. ............................. 1 2 3 4 5 
(10)/ct:r/ ............................. 1 2 3 4 5 
(13)/A/ in <summer, comes> ............ 1 2 3 4 5 
(14)/ct(:)/ in <hot> ................... 1 2 3 4 5 
(15)/a:r/ in <girls> .................. 1 2 3 4 5 
(17)/氾/in <attract> ..... . ............ 12345 
(18)/o/ in <there, they> .............. 1 2 3 4 5 
(19)/z/ in <causing〉..................12345 
(20)/:):/ in <fall> .................... 1 2 3 4 5 
(25)/I/ in <distance> ................. 1 2 3 4 5 
1. 2 2重母音
(6) /el/ in <April> ................... 1 2 3 4 5 
(22)/oU/ in <over, slope> ............. 1 2・3 4 5 
1. 3 子音
(1) /f/ in <four> .................... 1 2 3 4 5 
(11)/v/ in <have, very> ............... 1 2 3 4 5 
(23)/r/ in <reddish> .................. 1 2 3 4 5 
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(24)/1/ in <maple, leaves> ............ 1 2 3 4 5 
(26)/8/ in <month> ・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 2 3 4 5 
(2 9) / IJ/i n < 1 ong>. . .... , . . . . . . . . . . 12 3 4 5 
2. 特殊異音
(4) /si :/ in <season> ................. 1 2 3 4 5 
3. 分布（子音連結について）
3. 1語頭連結
(5) CC-i n < p 1 ant s and t r ees > . . . . . 1 2 3 4 5 
3. 2語末連結
(27)-CC in <housewives> ............... 1 2 3 4 5 
4. 音声的（音の連続）
(2) /j I/ in <year> .................... 1 2 3 4 5 
(12)/nl/ in <nearly> .................. 1 2 3 4 5 
(16)/wl/ in <swimming〉................12345 
(21)/wU/ in <woods> ................... 1 2 3 4 5 




(3)列挙の音調 in<spring,. and winter>l 2 3 4 5 





































(1)円唇のため： Y O U の練習
youではなく、 [wal, oU, ju:] と唇を十分丸めて言う。
(2)舌先の運動： Tの練習
次の 3語を舌先を歯茎につけたり離したりして繰り返す。
T Ten T e n n 1s 
(3) 1 / rの区別練習
次の単語を 1とrを区別しながら繰り返す。
Turn Left right Turn left. /Turn right. 
また、早口言葉 (tonguetwisters) によって調音器官を円滑に動かせる
ような練習も必要である。例えば、 K. Parkin'sのAnthologyof Brit-
ish Tongue-Twisters (1960)が豊富な例を載せている。
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1の段：●e nice walking along 
2の段： pea tea . cheese and cake 
3の段： bee dive jump on the grass 
4の段： feet think sun and shine 
5の段： vote this zebra and garage 
6の段： light right yard and冒alk
7の段： beech ship cook and school 
8の段： stage event bird and bud 
boat la冒na boat on the la冒n
9の段： hat high house and hot 





























































[bi : ビー] (=bee) 
[ s i : スイー](=sea) 
[di : ディー］
[ i : イー ］
[ef エフ］
[d3 i: ヂー ］
[ e It Jエイチュ］





[en エ：} ] 
[oU ォり](=oh) 
[pi : ピー] (=pea) 
[kj u: キュー] (=queue) 
[a:rアー1]
[es エス］
[ti: ティー] (=tea) 









音 5種 (A, E, I, 0, U) と、後続音によって 2種に分かれる子音 (C,
G) とがある。それらをリストにすると次のようになる。
1 A [ e I] a in game. [g e Imゲイム］
［田］ a in map. [m氾p メアップ］
3 C [s] c in cent. [sentセント］
[k] C in COW. [kaU 力り］
5 E [ i : J e in pea. [pi : ピー ］
[e] e in egg. [eg エッグ］
7 G [d3-] g in gym. [d 31 mヂk]
[g-] g in go. [goU ゴり］， [al] i in kite. [k a It カイト］
[ I J i in hit. [h It ヒット］
15 0 [oU] o in note. [noUt ノウト］
[J(:)] o in cross. [krJ(!)s 9オ（一）ス］
21 U [ /¥] u in cup. [ k,f¥p カップ］






1 27 ［氾］ a in map. [m附p メアップ］
2 28 [0] th in bath. [b砂 ベアス］
3 29 [aU] ow in cow. [kaU カウ］
4 30 [ I 8r] eer in deer. [d l 8rディ 7]
5 31 [ear] ear in pear. [pe8rペア］
6 32 [a: J a in father. [fa:68r ファ州］
7 33 [g-] g in go. [goU ゴウ］
8 34 [h-] h in hen. [hen ヘン］， 35 [I J in hit. [h It ヒット］
10 36 [ J:J aw in jaw. [d3J: ヂヨー ］
11 37 ［一り］ ng in king. [ k Iり キンが］
12 38 [ 1-J 1 in 1 i ght. [l altンライト］
13 39 [rn-J min mitt. [m It ミット］
14 40 [n-J n in net. [net ネット］
15 41 [J(:)] o in cross. [krJ(!)s 9オ(-)ス］
16 42 [8] a in Japan. [d 38P約n ヂュ・ペアン］
17 43 [kw-] qu in queen. [kwi :n クりイー ン］
18 44 [r-] r in right. [r a It りライト］
19 45 [J-J sh in she. [Ji: シー ］
20 46 [Uar] our in tour. [tU8r ト?l]
21 47 [U] u in pull. [p U 1 プりウ］
21 48 [ 3] su in usual. [ju:3uc1l ユージュアウ］
22 49 [8:r] ur in curve. [k8:rv ケ～了ヴ］
23 50 [oJ th in with. [ w I 6 りイス．］
24 51 [a(:)] o in box. [bO(!)ks バ（一）りス］
25 52 [j] y in yes. [ j es イエス］
25 53 [JI] oy in boy. [bJI Tオ（一）イ］
26 54 [u:] oo in zoo. [ z u: ズウー］
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6. 3. 2. wの読み方から ' 
6. 3. 2. 1その音節構造











Francis(l959)の分析は、 V, S, Cの3種であり、音節構造の観点から
は不十分である）。
I. Vし）型 A[ei], E[i・:], I[aiJ, O[ou] 
II. SVu型 U[ju:]. W[(dAbl)ju:J, Y[wai] 
III. CSV型 q[kju:J(+U) 
IV. CVしJ 型 b[bi:](+E), c[si:] (+E), d[di:](E), g[d3i:](+E). 
j[d3ei](A). k[kei] (+A). p[pi:](+E), t[ti:](+E), 
v[vi :] (+E),. z[zi :] (E) 












「エー 」 vs. [el] 
「イー 」 vs. [ i:」
［アイ」 vs. [al] 





f [ef, エ7]. h[eitJ, エイチュ](A+) , 1 [ e 1,エり], m [em, エム], n [en, 







W を音韻的に記述すると、 /dAblju:/または、 [d1¥bl・ju:, ダブり・
リ1-] のようになる。つまり、 W の呼称を正しく音声化しているEFL学
習者は、第1に、 [-bal]の母音を脱落させ、 [b1]のように、 /1/を成節子






6. 3. 3. 発展的学習
6. 3. 3. 1成節子音への発展
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[-bl]を基にして、次の成節子音の練習にと発展させたい。
a)Cl: [-pl] (apple), [-tl] (bottle), [-dl] (candle), 
[-kl] (classical), [-gl] (jungle) 
b)Cm: [-pm] (happen), [-brn] (ribbon) 
c)Cn: [-tn] (Clinton), [-dn] (garden), [-sn] (lesson), [-zn] (dozen), 
[-tJn] (kitchen), [-d3n] (pagent), [-Jn] (station), [-3n] 
(vision) 
d)C[り］：［一kり](bacon), [ -gり](wagon) 
e)Cr: [-pr] (proper), [-tr] (letter), [-kr] (baker) 
[-or] (brother) [-sr] (answer) 






-C#Vー型 ： in it, on ・im, isn・(t) it, when I 
did it, at it, with it, hand 1 e it 
-C#Sー型： can you, and you, an' yet, 
他にも例が多くあるが、圧倒的に多いのは、 Cが/n/の時である。
6. 3. 3. 3強弱弱のリズムからの発展
a)強弱： doubt it, doublet, study, write it 
b)強弱弱： alphabet, beautiful, step on it 
c)強弱・強弱： Jack'n Betty, Mickel Jackson 
d)強弱・強弱弱： give me some of it 
e) (欠）弱・強： a man, the son, some states 
f) (欠）弱・強弱： a mountain, the river 


















発音記号では、 /d3/と /3/とで区別される。英語のなかでは、 page,
age, cardsの語末の子音が前者の非継続音で、 garage, vision, carsの
語末の子音は後者である。そこで、やはりアルファベットにあるb/v,
d3/zの区別を徹底して覚えるようにしたい。
6. 3. 4. 2有声音と無性音の対立とその発展
アルファベットの中で有声／無声の対立があるのは、 b/p, c/z, t/d, 
h/g, h/jである。
6. 3. 4. 3名称音と基本音の対立















6. 3. 4. 両唇鼻音と歯茎鼻音の対立
アルファベットには/mlと/n/の対立がある。これを区別できるように
練習すれは、 sum/sun, rum/runなどの対立が区別できる素地が培われる。




まず母音では、基本音以外では、 /a:r/,/a/, /u/, /J:/ 2重母音の







































































似するという従来の方式では、 Selinker(1992, p. 262)の仮説にある

































これまでの支配的な言語観は「世界は個々の言語の集まり (aset of 

























RP: thought :): → o: 
GA: thought n: → J: 
RP: hot lJ→ 3 






















































1)中間言語 (Interlanguage)の歴史はまだ新しく、 Dav'ies, Criper 
and Howatt (eds.) によれば、最初はPit.Corderが IRAL(Interna-
tional Review of Applied Linguistics)に掲載した誤答分析 (error











Kr ashen (198 2) 
Davies, Criper & Howatt(l984) 

















Lade fog ed (197 5 --1980) 
Windsor Lewis(l972) 
o・Connor(l973) 
1980 Wells (1982) 
Cat ford (1986) 
1990 Wells(l990----) 





















" ... phonology acquisition is a "problem-solving" activity 
from the earliest stages. The child has a goal--learning to talk 
, ... and a subgoal--saying recognizable words. This is a diffi-
cult task, and the child must discover ways to circumvent the 
difficulties. These discoveries are made through experimentation 













bとcが丸、 aとcが丸）。被験者は小学校 4年生と 6年生である。
誤答数／人数 正答率
4年 GroupA 14/40 65. 0% 
Group B 10/40 72. 5% 
6年 GroupA 19/40 52. 5% 
Group B 17/40 57. 5% 
60/160 62. 5% 
ただし、識別方法を全部同一音素（例： red-red-red)全部異なる音素
（例： red-led-wed)のようにすると、正答率はもっと下がることが予測

























z dz z z 
（ただしdzu)
3 d3 3 d3 
d d d d 
d3 3 3 d3 
dz z z dz 
ャュョャュョ??????
d3 
? ? ? ? ? d3 
















「ヂ」 (1)[dzi] (2) [d3i] (3) [d3i] (4) [3i] (5) [di] 
「ジ」 (1)[ zi] (2) [ zi] (3) [ 3i] (4) [3i] (5) [d3i] 
(2), (3), (5)のように [d3]を用いると、 IPAの[d3]と区別がなくなると
いう問題がある。英語の表記で[d3]を用いると、それは円唇歯茎口蓋閉













音素レベル： /di/ /d3i/ (馬淵）



















1)英語の DFについてはJa k obs on et a 1. (1 9 5 2) に始まるが、その後、
Chomsky-Halle (1968) で大幅な変更になり、さらに、アフリカの諸言語
の研究などによってさらに DFに改良が加えられ、 Halle-Clements(19 
8 3)の20種の DFとなっている。リストにすると次のようになる。
1. syllabic/nonsyllabic: [+/-syllabic] 
2. consonantal/nonconsonantal: [ +/-cons] 
3 . son or an t /obs t rue n t : [ + /-son] 
4. coronal/noncoronal: [ +/-cor] 
5. anterior/posterior: [+/-ant] 
6. labial/nonlabial: [+/-lab] 
7. distributed/nondistributed: [+/-distr] 
8. high/nonhigh: [+/-high] 
9. back/nonback: [+/-back] 
10. low/nonlow: [+/-low] 
11. rounded/nonrounded: [+/-round] 
12. continuant/stop: [+/-cont] 
13. lateral/central: [+/-lat] 
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14. nasal/ oral: [ +/-nas] 
15. advanced/unadvanced tongue root:[+/-ATR] 
16. tense/lax: [+/-tense] 
17. strident/nonstrident: [+/-strict] 
18. spread/ nonspread glottis: [ +/-spread] 
19. constricted/nonconstricted: [+/-constr] 




















3)有名なJackobson et al. の2項対立理論 (binaryopposition) は次の
文章に要約される。
"The inherent distinctive features which we detect in the lan-
guages of the world and which underlie their entire lexical and 
morphologoical stock amount to twelve binary oppositions: l)vo-
calic/ nonvocalic, 2) consonantal/non-consonantal, 3)interrupt 
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ed/continuant, 4) checked/unchecked, 5) strident/mellow, 6) 
voiced/unvoiced, 7) compact/diffuse, 8) grave/acute, 9)flat/ 
plain, 10) sharp/plain, 11) tense/lax, 12) nasal/oral" (1952, 
p. 40) . 
4)/h/については、 Jones, Gimsonなどは摩擦音に入れているが、 Lade-
fogedは後続母音の無声音という。日本語では/i/の前では口蓋化が起こ
るので、ハ行音のうち、 「ヒ」は [~i] となり、摩擦性が聞こえる。しか
し英語の場合は口蓋化は日本語ほど起こらず、調音位置は母音と同じく























[ +nas] m n 
[-strict] 
































































1)この表記法は太田 (1956) による。音素表記は斜線 (i.e. / /)で囲




















p b 1 怜
P e s) 
V ; 乙 3












'""'"""''"""" "''''''"'''" ""'"''"" " ,,''""" 
（母音）








述するのに、 high, front, spread, tenseとしているが、それは次のよ
うな記述を簡素化したものである。
"The front of the tongue is raised toward the hard palate to 
a position a 1 i ttle lower than that required for the Cardinal 
Vowel No. 1. The 1 ips are spread and the muscular state of the 
































































Abercrombie, D. 1967. Elements of General Phonetics. Edinburgh 
Univ. Press. 
Akamatsu, T. 1992. Essentials of Functional Phonology. PEETERS: 
LO UVA I N-LA-NEUVE. 
. 1993. "A CRITIQUE OF THE IPA CHART." !RICE PLAZA No. 3. 
Alatis, J.E. (ed.) 1968. Contrastive Lin uistics and its Peda o-
gical Implication. Monograph Seies 21. Georgetown Univ. 
Press. 
Anderson, S. P. 1985. Phonolo in the Twentieth Centur . Theo-
ries of Rules and Theories of Re resentations. Univ. of 
Chicago Press. 
Araki, K. (ed.)et al. (荒木一雄、監修ほか） 19 91. 『英語の発音と英
詩の韻律』 （英語学入門講座第 7巻）．英潮社．
Bach, E. 1964. An Introduction to Transformational Grammars. NY: 
Holt, Rinehart, and Winston. 訳注：井上和子、 195 9. 『変形
文法』．大修館書店．
Barnard, G. 1959. Better Spoken English. London:Macmillan. 
Betsumiya, S (別宮貞徳） 19 7 7. 『日本語のリズム』．講談社．
Bolinger, D. 1986. Intonation and Its Parts--Melody in Spoken 
English. Stanford Univ. Press. 
________ . 1989. Intonation and Its Uses--Melod and Discourse. 
Stanford Univ. Press. 
Bowen, J. D. 1975. Patterns of English Pronunciation. Newbury 
House. 
Brazil, D., M. Caul thard, and C. Johns. 1980. Discourse Intona-
tion and Language Teaching. Longman. 
Brown, G. and G. Yule. 1983. Discourse Analysis. CUP. 
Catford, J.C. 1986. Fundamental Problems in Phonetics. Edinburgh 
Univ. Press. 
Celce-Murcia, M and D. Larsen-Freeman. 1983. The Grammar Book--
-196-
An ESL/Teacher's Course. Newbury House. Translation: 大塚
英語教育研究会訳.198 6. 『現代英文法教本』．リーベル出版．
Chomsky, N. 1970. "Phonology and Reading." in Basic Studies in 
Reading. (Levin and Wi 1 i ameds.) Basic Books. 
_______ , and M. Halle. 1968. The Sound Pattern of Englishぞ： Holt, 
Brace and World. 
Clark, J. and C. Yallop. 1990. An Introduction to Phonetics and 
Phonology. Basil Blackwell. 
Corder, S.P. 1967. "The Significance of Learners・Errors・ ・,, 旱
Vol. 5, No. 4. 
1973. Introducing Applied Linguistics. Penguin Books. 
1981. Error Analysis and Interlanguage. OUP. Translation 
田中一郎ほか．『中間言語入門一誤答分析を超えて』．三修社．
Crystal, D. A Dictionar of Lin uistics and Phonetics. Blackwell 
Davies, A., C. Criper & A. P.R. Howatt(eds.). 1984. Interlanguage. 
Edinburgh Univ. Press. 
Declerk, R. 1991. A Com rehensive Descri tive Grammar of En lish 
Kai takusha. 
Delattre, P. 1965. Com arin the Phonetic Features of En lish 
French, German, and Spanish--an Interim Report. Chilton 
Books. 
Dodson, G. J. 1968. English Pronunciation:1500 to 1700. OUP. 
Durand, J. 1990. Generative and Non-linear Phonology. Longman. 
Edwards, E. R. (エドワーズ） . 19 6 9. 『日本語の音声学的研究』 （高松
義雄訳）恒星社厚生閣．
Ferguson, C. A. 1989. "Language Teaching and Theories of Lan-
guage." In Geor etown Universi t Round Table on Lan-
guages and Linguistics. Georgetown Univ. Press. 
Francis, N. 1963, 1965. The English Language--an Introduction. 
Background to Writing. Nor ton & Co. 
Fries. C. C. 1945. Teachin and Learnin En lish As a Forei n 
Language. NY: Univ. of Mi chi gan. 太田朗訳注 195 7. 『外国語
-197-
としての英語の教授と学習』．研究社．
1962. Linguistics and Reading. Holt, Rinehart, & Winston 
Frith, U. (ed.) 1980. Cognitive Process in Spelling. Academic 
Press. 
Giegerich, H. J. 1992. English Phonology. CUP. 
Gimson, A. C. 1980. An Introduction of En lish Pronunciation 
(Third Edition). Arnold. 
Gussenhoven, C. 1983. "Focus, Mode and the Nucleus." Journal of 
Linguistics, 19. 
Halle, "Phonology in Generative Grammar." Word 18. Also, in 
Kats-Fodor. 1964. Readings in the Philosophy of Language 
New Jersey:Prentice-Hall. 
Halle, M. and S. J. Keyser. 1971. English Stress--its Form, its 
Growth and its Role in Verse. New York: Harper & Row. 
. and G. N. Clements. 1983. Problem Book in Phonology. The 
MIT Press. 
Halliday, M. A. K. A Course of Spoken English--Intonation. OUP. 
________ ,A.McIntosh, and P. Strevens. 1964. The Linguistic 
Sciences and Language Teaching. Longman. 
Hasegawa, K. et al. (長谷川潔ほか） 1972. 『英語・米語・世界の英語』
大修館書店．
. 1991. 『プロシード英和辞典』福武書店．
Hayes, B. 1982. "Extrametricality and English Stress." Linguis-
tic Inquiry. Vol. 11. 
Henderson, E. J. A. 1971. The Indispensable Foundation. A Selec-
t ion from the Writings of Henry Sweet. OUP. 
________ . 1971. "Structural. Organization of Language I --Phono-
logy. in N. Minnis(ed.) Lingu1st1cs at Large. Victor 
Gollancz. pp. 37-53. 
Huxley, R. and E. Ingram(eds.). 1971. Language Acqu1s1t1on and 
Methods. Academic Press. 
Ioup, G. and S. H. Weinberger(eds.). 1987. Interlanguage Phonolo 
-198-
gy--The Acquisition of a Second Language. Series on Is-
sues in Second Language Research. Newbury House. 
Inui, T. (乾隆） • 19 9 2. 「漢字表記による英語発音の印象付け」 『英
語音声学と英語教育』 （島岡丘教授還暦記念論文集） 開隆堂．
Ito, K. et al. (伊藤健三ほか） 1982, 1990. 『英語学と英語教育』 （太
田朗監修「英語学体系12」)．大修館書店．
Jakobson, R., G. Fant and M. Halle. 1952. Preliminaries to 
Speech Analysis--Distinctive Features and their Corre-
lates. MIT Press. Also translated by S. Takebayashi and 
Y. Fujimura(1965). Kenkyusha Pub. Co. 
James, A. R. 1988. The Ac uisition of a Second Lan ua e Phonolo-
--A Lin uistic Theor of Develo in Sound Structures. 
Gunter Narr Verlag Tubingen. 
______ and J. Leather(eds.). 1986. Sound Patterns in Second Lan-
guage Acquisition. Faris. 
Jespersen, 0. 1904, 1956. How to Teach a Foreign Language. G. 
Allen and Unwin. 
Jones, D. 1909, 1963. The Pronunciation of English. Heffer. 
_______ . 1917, 1958, 1977, 1991. An English Pronouncing Die-
ti onary. London: Dent & Sons. 
Joos, M. (ed.) 1957. Readings in Linguistics I. Univ. of Chicago. 
1960. Acoustic Phonetics. Language Monograph. No. 3. 
Jou, H. (城生伯太郎） 1977, 1992. 『現代日本語の音韻』．岩波講座
（日本語第5巻）．
19 9 2. 『ことばの未来学』．講談社．現代新書．
Katamba, F. 1989. An Introduction to Phonology. Longman. 
Kawakami, S. (川上秦） 19 7 7. 『日本語音声概説』．桜楓社．
Kazumi. Y. (数見由紀子） 1991. "Aspects of Vowel Alternation in 
Eng 1 i sh." (筑波大学修士論文）．
Kentworthy, J. 1987. Teaching English Pronunciation. Longman. 
Kenyon, J. S. 1924, 1960. American Pronunciation. Univ. of Michi 
gan Press. 
-199-
. and T. A. Knott. 1944, 1953. A Pronouncing Dictionary of 
American English. A Merriam-Webster. 
Kiparksy, P. and L. Menn. "On the Acquisition of Phonology." in 
loup-Weinberger(eds.}. pp. 23-52. 
Kohmoto, S. 1969. New En lish Phonolo --a Contrastive Stud of 
Eng 1 i shand Japanese Pronunciation. Nan・undo. 
Kokugochousaiinkai (国語調査委員会） 19 0 6. 『国語調査委員音領調査報
告書』． 日本書籍．
Komatsu, H. (小松英雄） 19 81. 『日本語の音韻』．（日本語の世界 7)
中央公論社．
Krashen, S. D. 1982. Princi les and Practice in Second Lan ua e 
Acquisition. Pergamon Press. 
Kurath, H. 1964. A Phonolo and Prosod of Modern En lish. Univ 
of Michigan Press. 
Ladd, D. R. 1978. The Structure of Intonational Meanin --Evi-
dence from English. Indiana Univ. Press. 
Ladefoged, P. 1972. Preliminaries to Linguistic Phonetics. Chica 
go Univ. Press. 
________ .1982, 1992. A Course in Phonetics. Harcourt, Brace & 
Jovanovich. 
L a do, R. 1 9 5 7 .Li n g u i s t i cs Acros s Cu 1 t u res . • Un i v . ofMi ch i g an
Press. 
.1989. Teaching English Across Cultures. McGraw Hill. 
-----—___ . and C. C. Fries. 1954. English Pronunciation: Exercises 
in Sound Segments, Intonation and Rhythm. Univ. of Michi 
gan Press. Translation: 黒田 • 19 58. 『英語の発音』．大修館
Leech, G. and J. Svartvik. 1975. A C ommunicat1ve Grammar of Eng-
且.Longman. 
Leon, P. 1966. "Teaching Pronunciation.,, in A. Valdman(ed.), 
Trends in Language Teaching. Mcgraw-Hi 1. pp. 57-80. 
Levelt, W. J.M. 1989. Speaking--From Intention to Articulation. 
MIT Press. 
-200-
Luelsdorff, P. A. (ed). 1987. Orthography/and Phonology. John Ben 
Jamins Pub. Co. 
Mabuchi K. (馬淵和夫） 19 7 4. 『国語音韻論』笠間書院．
Macken, M.A. and C.A. Ferguson. 1987. "Phonological Universals 
in Language Acquisition." in Ioup-Weinberger(eds.). 
pp.3-22. 
McCarthy, M. 1991. Discourse Anal sis for Lan ua e Teachers. CUP 
Modern Language Institute (東京教育大学外国語教育研究所） • 19 6 8.
Re ort on En lish Teachin at Primar and Junior Hi h 
Schools. MLI(Attached to Former Tokyo Univ. of Edu-
cation. 
Nakata, I (中田祝夫） 19 7 2.『音韻史・文字史』 （講座国語史 2)大修
館書店．
N i cke 1, G. (ed.) 1971. P apers 1n Contrastive Linguistics. Cam-
bridge Univ. Press. 
Odlin, T. 1989. Lan ua e Transfer-Cross-lin uistic influence in 
language 1 earning. CUP. 
o・Connor, J. D. 19.73. Phonetics. London: Penguins. 注解：黒田
成美堂
________ . 1973. Phonetics. Harmondsworth:Penguin. 
Ota, A. (太田朗） 194 9. 『米語音素論』．研究社．
. 19 6 5. 『日英語の音体系の比較』現代英語教育講座．研究社．
. 19 7 7. 『英語学と英語教育をめぐって』 ELEC.
Palmer, H. 1924, 1971. A Grammar of S oken En lish on a Strictl 
Phone t i c Bas i s. He f f er/Ma r u zen. 
Parkin, K. 1969. Anthology of British Tongue Twisters. Samuel 
French Ltd. 
Pietro, R. J. 1971. Language Structures in Contrast. Newbury 
House. 注：小池生夫『言語の対照研究』 （大修館） 197 4. 
Pike, K. L. 1945. The Intonation of American English. Univ. of 
Mi chi gan. 
______ . 1947. Phonetics. Mich. :Univ. of Michigan Press. 
-201-
Prator, C.H. and B.W. Robinett. 1951. Manual of American Pronun-
ciation. Holt, Rinehart and Winston. 訳：『アメリカ英語発
音教本』 （英潮社） 19 7 3.
Quirk, R. 1963. The Use of English. London:Longman. 
________ et al. 1985. A Com rehensive Grammar of the En lish Lan 
糾.Longman. 
Ramsaran, S(ed.) 1990. Studies in the Pronunciation of En lish--
A Commemorative Volume in Honour of A. C. Gimson. Rout-
1 edge. 
Ripman, W. 1922. Good S eech--an Introduction to En lish Phone-
tics. J.M. Dent & Sons. 
Roach, P. 1991. English Phonetics and Phonology. (a practical 
course). 2nd. Ed. CUP. 
Schane, S. E. 1973. Generative Phonology. Prentice Hall. 
Selkirk, E.O. 1984. Phonolo and S ntax:The Relation between 
Sound and Structure. MIT Press. 
Selinker, L. 1972. "Interlanguage." 1J叫.Vol. 10. pp. 209-31. 
_______ . 1984. "The Current State of IL Studies:an Attempted 
Critical Summary." In Davi es, A. C. Criper, and A. P.R. 
Howatt(eds.). Interlanguage. Edinburgh Univ. Press. pp. 
332-45. 
_______ . and D. Douglas.1985. "Wrestling with'Context'in Inter-
language Theory .. Applied Linguistics. Vol. 6, No. 2. pp. 
190-204. 
_______ . 1992. Rediscovering Interlanguage. (Applied Linguistics 
and Language Studies) . Longman. 
Sgall, P. 1987. "Towards a Theor of Phonemic Ortho ra h . " in
Luelsdorff (ed.) pp. 1-30. 
Shimaoka, T. (島岡丘） 1972, 1991. 『テープとチャートによる英語入門
期の発音指導』 大修館．
--------・19 7 8,19 91. 『現代英語の音声ーリスニングと発音』．研究社
--------・1986, 1991. 『教室の英語音声学』 研究社．
-202-
________ . 198 9 a. 『英語発音ベーシック・コース』大修館．
________ . 198 9 b. 「英語の発音指導の基礎」 『英語の基礎・基本とは何か』
筑波大学学校教育部紀要．第12巻．
________ . 1991 a. 『通じる英会話はカタカナで』日本実業出版社．
. 1991b. 「発音の新しい表記とその活用」 IRI CEPLAZA. 国際
コミュニケーション英語研究所. No. 1. pp. 46-55. 
. 1991c. 「英語発音の国際水準ーClinicの発音から」 同上．
pp. 58-67. 
_________ , and J. Dennis. 1986. 『統合的英語教授法』 大修館．
_________ , and K. Yashiro. 1990. Team-Teaching in English Class-
rooms--Intercultural Approach. 開隆堂．
_________ , and J.C. We 1 s. 19 9 2. 『自信がつく英語発音』 福武書店．
----------'19 9 2. 「英語音声学と中間言語一一私のEUREKA」 (『英語音
声学と英語教育』 （還暦記念論文集））開隆堂．
__________ , and K. Torikai (鳥飼玖美子） • 19 9 3. 『リトルスター英絵辞
典』小学館．
Smith, P. T. 1979. "Linguistic Information in Spelling." in 
Frith(ed.) pp. 33-50. Academic Press. 
Sweet, H. 1908 The Sounds of English. Clarendon Press. 
1877. A Handbook of Phonetics. OUP. 
______ .1890, 1906. A Primer of Phonetics. London Univ. Press. 
Stern, H. H. 1983. Fundamental Conce ts of Lan ua e Teachin . OUP 
Tarone, E. E. 1987. "The Phonology of Interlanguage .. in Ioup-
Weinberger (eds.). pp. 70-8 5. 
Tench, P. 1987. The Roles of Intonation in En lish Discourse. 
Ph.D. Thesis(University of Wales) 
Tiffany, WR. and J. Carrell. 1987. Phonetics--Theory and Appli-
cation. McGraw-Hill International Editions. 
Thomas, C. K. 1958. An Introduction to the Phonetics of American 
Eng 1 i sh. Rona 1 d.
Trager, G. and H. L. Smith. 1951. "An Outline of English Struc-
ture." Studies in Linguistics. Occasional Paper 3. Nor-
-203-
man. 訳注：太田朗. 19 58. 『英語構造の概要』大修館．
Trnka, B. 1966. A Phonolo ical Anal sis of Present-Da Standard 
Eng 1 i sh. Kokuou. 
Tsuchiya, S. (土屋澄男） 1992. 「サイレント・ウエイの音声指導」 『英
語音声学と英語教育』 （島岡丘教授還暦記念論文集）開隆堂．
Van Buren, P. 1972. "Constrastive Analysis. In Allen, J.P. B. & 
S. P. Corder(eds.)The Edinburgh Course of Applied Lingui-
sties. Edinburgh Univ. Press. Vol. 3. 
Venetzky, R. L. The Structure of English Orthography. Mouton. 
Ward, I. C. The Phonetics of English. Heffer. 
Weinreich, U. 1953, 1968. Language in Contact. Mouton. 
Wells, J. C. 1990. Longman Pronunciation Dictionary. Longman. 
______ . 1982. Accents of English. Vols. 3. Heffer. 
Windsor Lewis, J. 1972. A Concise Pronouncin Dictionar of Brit 
i sh and American Eng 1 i sh. OUP. 
. 1977. Peo le S eakin --Phonetic Readin s in Current 
Eng 1 i sh. OUP. 
Yasui, M. (安井稔） . 19 5 5. 『音声と綴り字』 （英文法シリーズ 2)
研究社．
Zwicky, A. M. 1970. "Auxiliary Reduction in English." Linguistic 
Inquiry, Vol. 3. pp. 326-36. 
1972. "On Casual Speech." Papers from the Regional Meet-
ing. Chicago Linguistic Society (旦）， Vol.8. pp. 607-
15. 
-204-
